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宮 崎 県 に お ける 口 蹄 疫 の 発 生 事 例 の 防 疫 措 置 の 状 況

ハ所在地ト

１２例目

１４例目

１５例目

１７例目

児湯郡川南町
（こゆぐんかわみなみちょう）

児湯郡川南町
（こゆぐんかわみなみちょう）

児湯郡川南町
（こゆぐんかわみなみちよう）

児湯郡川南町
にゆぐんかわみなみちょう）

児湯郡川南町
にゆぐんかわみなみちょう）

飼養形態

肉用牛肥育
（１，（）１９頭）’

豚（１，４２９頭）

豚（２９９頭）

肉用牛肥育
（４２４頭）

肉用牛繁殖
（３７頭）

，＿ＰＣＲ結果
（判明！ヨ碕ｙ

陽性（５／５）
（２８日（水））

陽性（４／４）
（３０日（金））

陽性（１／１）
（５月２日（日））

陽性（３／４）
（５月２日（日））

陽性（２／５）
（５月３日（月））

１

防疫状況等

・埋却が終了し、整地作業及び消毒を
実施

・埋却が終了し、整地作業及び消毒を
実施

・殺処分が終了し、埋却中

・埋却が終了し、整地作業友ぴ消毒を
実 施 ・

・殺処分が終了し、埋却中
・確定診断の結果、ロ蹄疫の患畜（○
型）と確定

１，各農場の概要

８例目



｜ 所在地 （ 飼 養 形 態
Ｓａ■■

ｊＰＣＲ結果
に 肆 朔 日 時 ） ’ ……こ万………スｊ防疫状況等ニノ

１８例目 児湯郡川南町
にゆぐんかわみなみちょう） 豚０５，７４７頭） 陽性（３／３）

（５月４日（火））
・殺処分実施中。

１９側目 児湯郡川南町
（こゆぐんかわみなみちょう） 豚（３，０１０頭） 陽性（３／３）

（５月４日（火））
・今後、埋却場所を確保し、殺処分を実
施。

２０側目 児湯郡川南町
にゆぐんかわみなみちょう） 豚（７８０頭） 陽性（５／５）’

（５月５日（水））
・今後、埋却場所を確保し、殺処分を実
施。

２１側目 児湯郡川南町｀
（こゆぐんかわみなみちょう） 豚（６７９頭） 陽性（２／３）

（５月５日（水））
・今後、埋却場所を確保し、殺処分を実
施。
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２３側目 児湯郡川南町
にゆぐんかわみなみちょう） 豚（４４３４頭） 陽性（３／３）

（５Ｊ≡１５日（水））
・今後、埋却場所を確保し、殺処分を実
施。

合計： 回忌８５頭（牛：２，９１７頭、豚：；Ｅ１１，０６８頭）ｙ

２，防疫対応の進捗状況

対応状況， 二 農 場 （ 頭 数 ） 尚

’防疫措置（殺処分一理却・消毒等）が終了． １～７、９～‘１’に１３，１６，２２例目
（計６，１之７頭）

二 丿 殺 処 分 が 終 了 ８、１２、１４、１５、１７側目
（ 計 ３ ， ２ ０ ８ 頭 ） 宍

殺処分中又は殺処分争定 １８～２１、２３側目
（計２４，６５０頭），ミ ． ● ｉ

２



臨■所見、ＰＣＲ、抗体検査によるウイルス侵入時期の捕虜

証 ３

肉牛 肉牛

と
「｜南ｌｌ-
肉牛

-
川南町-
肉 牛

こ ．
ｉＢ農！-
水 牛

川南町-
肉 牛

-
ｌｌ両聞-
肉 牛

-
。びの１
-

肉 牛

１０
-
川 河 町
一
一豚

１１ｊ-
川陶町-
乳 牛

‾２一
川甫町

１３-
川南町

３

１１４

-
川南｜

１５-
川 南 町一
肉 牛

１６-
１１爾ｌ-
肉 牛

-
川 爾 町-
肉 牛

１８-
川南

１９-
川南Ｅ-
豚

２Ｑ-
川 南一
１豚

（平成２２年５月５日更新）
２ １ ２ ２ ３

ｍ‥ 豚 ” ≒ 豚 バ 茸 じ



｀
・
’
・
．

Ｘ

１
‘

宮崎県に

農場の概要

お け ， る １ コ 蹄 疫 疑 似 患 畜 に 対 ず る 経 緯 等 （ １ 例 目 ） に つ い て

９ ． ／ ゛ ゛ ゛ ． ・ プ ． ｜

場 ・ 所 ： 宮 崎 県 児 湯 郡 都 農 町 … …
飼養状況：肉用繁殖繁殖母牛９頭、育成き頭、仔牛４頭（計１６頭）

２ 経 緯 ．
４ 月 ９ 日

１６日

１７日昼
１９日午前

飼養牛の１頭（①）のロ腔内にぴらんを確認し家畜保健衛生所
（以下「家保」）。へ通報。家保による立入検査。同居牛に異常が
ないため経過を観察。
同居牛の１頭（②）に発熱、食欲なし、ロ腔内にぴらんを確認。
別め１頭（③）に流温を確認（発熱なし）。
家保による立入検査。上記のほか、③の舌にびらんを確認。
家保において、ブルータング、牛パラインフルエンザ、牛ウイ
ルス性下痢、牛ｆ云染性鼻気管炎Ｉ、イパ弓キ病のＰＣＲを実施し、’
い ず れ も 陰 性 。 ∧ 、
動物衛生課に連絡。

１９日午後家保が当該農場に立入り検査。新たに同居牛１頭（④）セ臨床
、症状を確認。口蹄疫の病性鑑定のため、検体を採取。

し病変部（びらん部）ぬぐい液３検体（臨床症状牛②～④）
病 変 部 （ 痴 皮 ） １ 検 体 （ 臨 床 症 状 牛 ③ ） ダ
血 液 採 取 １ ６ 検 体 （ 全 頭 ）

３ 検 査 の 状 況 ∧ 、 。
。 （ １ ） 臨 床 検 査 ‥

初発牛①：、９日から発熱、食欲なし、流誕。口腔内にびらん確認。水庖なし。
１ ７ 日 に は 治 癒 。 ≒

同居牛②：１６日に発熱、食欲低下。口腔内にびらん確認。水庖なし。
同居牛③：｀１６日に流漣、１７日に発熱、食欲なし。口腔内にびらん確認

（２）・病性鑑定（動物衛生研究所において実施）
１９日２４：００：動物衛生研究所に検体到着。

』ＰＣＲ（実施予定：４～５時間）
抗体ＥＬＩＳＡ（実施予定：４８時間）
ウイルス分離（実施予定；７日間）-

２０日 ＰＣＲの結果判明。３検体（②～。④）中全検体で陽性を確認。

４



｝

２３日 ウイルス分離の結果判明。１検体中１検体でｏ型と確認。

４農場の概要（飼養背景・疫学的情報）＜
（＿中国産稲わらを使丿弓 ’ （輸入業者は３例目と同一の㎜）
（２）６例目と同一の豪産オフツヘイを使用
（３）糞尿は自家農場内でたい肥化

５
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１例目（都農町：肉用繁殖経営）牛舎見取り図
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宮崎県におけるロ蹄疫疑似患畜（第ゾ２例目）に対する経緯等について

１ 農 場 の 概 要 。 ‾こゆかわみなみちよう
場 所 ： 宮 崎 県 児 湯 郡 川 南 町 １
飼養状況：ホルスタイン種搾乳牛：２６頭、乳牛育成牛：フ頭、乳牛子牛：４頭、

和牛繁殖：３頭、和牛育成：ら頭、和牛子牛：４頭、和牛肥育２頭、
’ Ｆ Ｉ 肥 育 に １ ４ 頭

（計６５頭）

２ 経 緯

３検査の状況
（１）臨床検査

７
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（２）病性鑑定（動物衛生研究所において実施）
２ｏば２３：００動物衛生研究所に検休到着。
２１日早朝ＰＣＲの結果判明。６検体（①～⑥）中全検体で陽性を確認，

２３日 ウイルス分離の結果判明。１検体中１検体でｏ型を確認。

４農場の概要（飼養背景・疫学的情報）

（３）飼料輸送車両が７例、目と同-（㎜）

８
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１

宮崎県における口蹄疫疑似患畜（第ｊ３例自）に対する経緯等について

農 場 の 概 要 、 ・
場 所 ： 宮 崎 県 児 湯 郡 川 南 町
飼養状況１肥育和牛：ニ８３頭（うち預託牛２’１頭）、ＦＩ肥育牛：３５頭

（計１１８頭）

２ 経 緯

３ 検 査 の 状 況

（ ２ ） 病 性 鑑 定 （ 動 物 衛 生 研 究 所 に お い て 実 施 ） ・
２１日１４：４５動物衛生研究所に検体到着。

，２１日ＰＣＲの結果判明ノ３頭中すべてで陽性を確認。
２６日ウイルス分離の結果判明。１検体中１検体でｏ型を確認。

４農場の概要（飼養背景・疫学的情報）

１１



１２



１

１

宮崎県における口蹄疫疑似患畜（第４例目）に対する経緯等について

農 場 の 概 要 ‾
場 所 ： 宮 崎 県 児 湯 郡 川 南 町
飼養状況：和牛繁殖；３５頭、和牛育成：６、和牛子牛：２４（計６５頭）

２ 経 緯

３，検査の状況
（１）臨床検査

（２）病性鑑定（動物衛生研究所において実施）
４月２１日２２：３０動衛研搬入し
４月２２日↑７：３０ＰＣＲの結果判明。３頭中２頭（⑦及び⑧）で陽性を確認。
４月２３日

４月２６日 ・で７イルス分離の結果判明√１検体中１検体で陽性。

４農場の概要（飼養背景・疫学的情報）
（１）畜主の妻が６例目農場で勤務

１３

．

一
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１５



宮崎県はおけるロ蹄疫疑い事例（５例自）に対する経緯等について

１ 農 福 瓢 概 要 ・ 。
場所こ宮崎県宮崎県尭／息１琲廟ｉｉＴｔ㎜
飼養状況：繁・肥育（和牛親４４、和牛育成１、和牛子２４、肥育６）

（計７５一頭）

２ 経 緯

３ 対 応 状 況
（１．）農場の検査

（２）病性鑑定
４月２２日
４月２３日

（動物衛生研究所において実施）
動物衛生研究所に検体到着
ＰＣＲの結果判明。３検体中１検体（①）で陽性を確認。

４農場の概要（飼養背景・疫学的情報）
（１）畜主の家族が６例目農場で勤務

（３）４例目の畜主が３月２７日に立入

１６
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宮崎県における口蹄疫疑い事例（６例目）に対する経緯等にづいて

１ 農 場 の 概 要 へ こ ゅ っ の
場 犬 所 ： 宮 崎 県 宮 崎 県 児 湯 郡 都 農 町 ㎜
飼 養 状 況 ： 水 牛 ４ ２ 頭 ／ （ ㎜ ） 、 豚 ２ 頭

２ 経 緯
３月２６日

３月３１日

４月５日

４月１４日

４月２１日

搾乳牛２頭に、発熱、乳量低下が見られたので獣医師が診療。数日商
に、同一の症状を呈す牛が増加。流誕、口内炎、乳房皮膚の剥離が見
ら れ る 牛 も い た 。 一
獣医師からの届出で家保が立入調査。搾乳牛、雄牛に症状が拡大。一
部食欲廃絶、泌乳停止。一部に下痢。この際、口蹄疫を疑う症状は認
めず、畜主、獣医師からの報告もなかっだので、３頭の血液√鼻腔ス
ワブ、糞便を採取し、ウイルス・細菌・寄生虫検査を実施。
獣医師から聴取り「ほとんどの牛が解熱したが一部の牛の乳房に痴皮ｊ
アレルギーを疑っている」
家保立入。子牛にも流温、発熱。回復した成牛もいるが、乳質低下（脂
肪分現象）、被毛粗剛も見られる。
１例目農場３．５ｋｍ圏内であることから、家保が立入調査。全頭回復し、
症状が見られないが、３月３１日の聴取り内容と一部異なる内容があり、
口蹄疫を疑う症状があった可能性が認められた。

４月２２日家保が立入調査。臨床的に異常なし。検体を採取。
鼻腔スワブ３検体，（臨床症状牛（３月３１日採取））

＼ に ｉ ｉ ｙ 面 ら ｏ 〉 ・ ・ ・ ・ 。

３ 対 応 状 況 （ 病 性 鑑 定 ） ご
４ 月 ２ ２ 日 夜 動 物 衛 ま 研 究 所 に 検 体 到 着
４月２３日１５：３０ＰＣＲの結果判明。／３頭中１頭で陽性を確認。
４月２４日 抗体検査の結果判明。５検体中全検体で陽性を確認。

４農場の概要（飼養背景・疫学的情報）
（１）４例目、５例目農場の家族が当該農場で勤務

１８



」

ＣＯ

６例目（都農町：酪農経営）水牛舎見取り図

［

氷

３検体中１検体
でＰＣＲ陽性

寸 言 言レイ＾＼づ．０一
参 ｋ

乾 倉
作

込 槽



１

宮崎県におけるロ蹄疫疑い事例（７例目）に対する経緯等について

農場の概要

場 所 ： 宮 崎 県 宮 崎 県 児 湯 郡 川 南 。 町 ㎜
飼養状況：肉用肥育（肥育５８４、子牛１４１）

（計７２５頭）

／

２ 経 緯 △

４月８日頃道路側牛舎（３棟中）に食欲不振

４月２３日夕流温、ロ腔内潰瘍・びらんが４～５頭

４月２４日朝家保から農場に立入り検査事前連絡１ ■ - ■
（２例目と飼料運搬車を介した疲学関連農場だったために

担 当 獣 医 師 が 電 話 を か わ り 、 異 常 牛 の 通 報 く

１１：００立入り調査。３棟とも流温散見。鼻腔・鼻鏡の潰瘍・びらんが４
～５頭。蹄に異常なし。５頭について血清を採材○’●●・Ｔ

口腔・鼻腔スワプノ５検体。（臨床症状牛）’
ニ ＼ じ 血 液 ４ 取 ５ 検 体 （ 臨 床 症 状 牛 レ ノ

３’対応状況（病性鑑走）
４ 月 ２ ４ 日 夜 動 物 衛 生 研 究 所 に 検 体 到 着
４月２４Ｅ旧・１５：３０ＰＣＲの結果判明レ５頭中，４頭で陽性を確認。
４月２６日抗体検査の結果判明。５検体中全検体で陽性を確認。

４農場の概要（飼養背景・疫学的情報）
（１）｀８例目と同̶系列の農場
（２１ト飼料の運送車両力１１２例目と同一（皿

２０



フ例目（川南町：肉用肥育経営））牛舎見取り図
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■ ・ ● ’ ｜

宮崎県におけるロ蹄疫疑い事例（８例目）の経緯等についで

１ 農 場 の 概 要 〉 ＿こゆ・かわみなみもよう
場所：宮崎県宮崎県児湯郡川１１４１ｒ＼Ｔ町㎜
飼養状況：肉用肥育（肥育８６７頭√子牛１５２頭）ニ

２ 経 緯

（計１，０１９頭）

３ 検 査 の 状 況
（１）臨床検査

（ ２ ） 病 性 鑑 定 （ 動 物 衛 生 研 究 所 で 実 施 ） ・
４月２７日動物衛生研究所に検体が到着-
ニＰＣＲの結果判明。５検体中全検体で陽性を確認。

４農場の概要（飼養背景・疫学的情報）
（１）７例目と同一系列の農場

（４）あぐら農場第７農場と同じ飼料を給与

２２



２３



１

宮崎県におけるロ蹄疫疑い事例（９例目）に対する経緯等ｌこついて

農場の概要
場 所 ： 宮 崎 県 え び の 市 一
飼養状況：第１農場肥育２４４頭（発生農場）

第２農場肥育３３頭鴎勺５０ｍ西側）｀

２ 経 緯

３ 対 応 状 況
４月２７日

（病性鑑定）
。動物衛生研究所に検体到着。
ＰＣＲの結果判明。 ’ ５検体中４検体で陽性を確認（９頭中、
２頭プール４検体陽性、ＴＩ頭１検体陰性〉。

４月２８日６：００

４関連情報・調査事項

（ ３ ） 野 生 生 物
・ ア ナ グ マ、 ネ ズ ミ 、 、 カ ラス 、 ハ ト 。

２４



２５



１

宮崎県ｔこおける口蹄疫疑い事例（１０例目）の経緯等について

農場の概要
場所：宮崎県児湯郡川南町大字川南２１９８６
飼養状況：豚４８６頭（ほか、’鶏）

２ 経 緯

３。検査の状況
（１）臨床検査

別紙のとおり

（２）病性鑑定（動物衛生研究所七実施）
４月２７日 ∧動物衛生研究所に検体が到着。
４月２８日０６：００ＰＣＲの結果判明。５検体中全検体で陽性を確認、

４農場の概況（飼養背景・疫学的情報、試験場獣医師より聞取り）

・４月２２日、開放畜舎から育成豚（繁殖候補）を現在の畜舎へ移動。

・４月の出荷状況（９回、廃用５８頭。直近は４月１６日に１頭。

㎜ ） ＿ コ

２６



・農場周囲に トピ、カラスが多い。

カラスが飼

２７

目当てに集まる。





２９



Ｑ）
（⊃，

検休リスト 畜産試験場川南支場

検体ＮＯ 畜種 耳刻ｋ 豚房 ・ 用 途 性別 鼻腔スワブ 粗織等 血液 症状

・１ 豚 １０ ２ 繁 殖 ， ♀ Ｏ ｊ 舌のびらん｀／舌・下唇内側のびらん、両前肢の破裂水
抱こ
右後肢蹄底部・左蹄底部脱落

２ 豚 １５ ２
’ 繁 殖 ♀ Ｏ 蹄部水泡 ／ 左後肢蹄底部脱落

右後肢水痘
３ ． 豚 ４１８ ２ 繁殖 ♀ ○ 鼻鏡水痘 ／ 四肢蹄部脱落

鼻 鏡 上 部 水 痘 ３ ケ 所 、
４ 豚 ４１９ ２ 繁殖 ♀ ○ 舌のびらん ／ 鼻鏡に破裂水痘、左前肢甲ぴらん、

四肢爪脱落、舌；下顎の歯肉にびらん
，５ 豚 ３９６ ２ ・ 繁殖 ♀ ０ ． 鼻鏡水痘 ∠ 四肢蹄部脱落、鼻鏡に水痘１ケ所

左 右 前 肢 の び ら ん ，

６ 』享 ６ ３ ， 繁殖 ♀ ／ い く ○
● ㎜

゛ ７
豚 ．４２ １

１
、 繁 殖 ♀ ／ ／ ○ 四 肢 に 水 痘 ． ビ ・

８ 豚 １２０ ３ ．繁殖 ♀ ／ ／ ． ０ 蹄底脱落渉行可能

９ 豚 １５３ ４ 繁 殖 。 ♀ ／ ／ ○ 起立可能

１０ 豚 １８４ １ 繁 殖 ・ ． ♀ ・ ／ ／ ○ ．四肢に水泡、起立不能

１１ 豚 ２１４ ４ 繁殖 ‘ ♀ ゛ ／ ／ ・○ 起立可能

１２ 豚 ・２４１ ２ 繁殖 ． ♀ ／ ／ ○ 起立可能

１３ 豚 ４７５ ４ 繁殖 ♀ ／ ／ ○

１４ 豚 ３５５ ２ 繁殖 ♀ ／ ／ ○ 起立可能

１５ 豚 ５５１ ．１ 繁殖 ♀ ／ ／ ○ 左前肢びらん、起立可能



Ｄ

ニ宮崎県におけるロ蹄疫疑似患畜（第１１鮮目）に対する経緯等について

１ づ 農 場 の 概 要 ．こゆかわみなみちよう
場所づ宮崎県莞１４蜃｜郡川゛ｉｉ奏ｔＴ紅㎜．
飼養状況：ホルスタイン種成牛；３５頭、育成及び子牛：１５頭（計５０頭）

２ 経 緯 ト ＿ ‾ づ

３検査の状況
（１）臨床検査

（２）病性鑑定
４月２８日
４月２９日

４疫学情報等

動物衛生研究所に検体が到着。
Ｐ Ｃ Ｒ の 結 果 判 明 。 スワ ブ ４ 検 体 中 ２ 検 体 （ ① 、 ‘ ② ） で 陽 性 を 確
認 。 ｀ ト △

（２）４月１６日．に乳用肥

３１

-



３２



１

宮崎県におけるロ蹄疫疑似患畜（第１２４１Ｕ一目）に対する経緯等について

農 場 の 概 要 こゆかわみなみちよう
場 所 ： 宮 崎 県 児 湯 郡 川 南 町 ‥
飼養状況：繁殖母豚４９３頭、種豚１４頭、育成豚８２頭、子豚８４０頭

（計１、４２９頭）

２ 。 経 緯

３ 検 査 の 状 況
（１）臨床検査

（２）病性鑑定
４月２９日
４月２９日

（動物衛生研究所で実施）’
動物衛生研究所に検体が到着。
ＰＣＲの結果判明。４検体中全検体で陽性を確認。

４疫学情報等

３３



３４



３５



．：・，・．１
・ に く く
゛ ． ／ １ ７

宮崎県における口蹄疫疑似患畜に対する経緯等（１；３例目）について

１ 農 場 の 概 要 ’ ・
場 所 ： 宮 崎 県 児 湯 郡 川 南 町 ・ ｊ ’ ． １
飼養状況：繁殖母豚３７１頭、育成４１頭、仔豚８９７頭、種豚２８頭、

ＦＩ候補豚１０６３頭、肥育豚１４８２頭
（計３８８２頭）

２ 経 緯

３ 検 査 の 状 況
（１）臨床検査

（２）病性鑑定（動物詞
ｊ！１．’月／３０日
５月１日１４：５０

４疫学情報等

Ｅ研究所で実施）。
動物衛生研究所に検体到着Ｊ
ＰＣＲの結果判明。-２検体中１検体（②）で陽性を確認。

（２）ＩＯ例目農場と近隣。

３６





３８



３９



１

宮崎県における口蹄疫疑似患畜（第１４例目）に対する経緯等について

農場の概要辰ｉ・噸ｉＵ♪ｒｌｉ・゙ ，
場 １ 所 い 宮 崎 県 会 蕩 １ １ 炭 質 脊 ㎜
飼養状況：養豚農家（繁殖母豚５０頭、育成Ｏ頭、子豚１８０頭、哺乳６６頭、種雄３頭）

（ 計 ２ ９ ９ 頭 ） づ １ ＼

２ 経 緯

３ 検 査 の 状 況
（１）臨床検査

（２）病性鑑定
５月１日
５月１日．

（動物衛生研究所において実施）
動物衛生研究所に検体を搬入。
ＰＣＲの結果判明。３検体中１検体（①）で陽性を確認。

４≒疫学情報等

４０



４１



１

宮崎県におけるロ蹄疫疑似患畜（第１５例目，）に対する経緯等について

農 場 の 概 要 Ｊ ・．こゆかわみなみちよう
場 所 ： 宮 崎 県 児 湯 郡 川 南 町 ㎜

飼養状況：和牛肥育農家（肥育４２２頭、繁殖２頭）
（計４２４頭）

２ 経 緯

３病性鑑定（動物衛生研究所で実施）
５月・１日、動物衛生研究所に検体到着
５月２日ＰＣＲの結果判明。４検体中３検体で陽性を確認。

４疫学情報等

４２



４３



⌒
．・；・｀

宮崎県における口蹄疫疑似患畜（第１６例目）に対する経緯等について

１ 農 場 の 概 要 ニ ‰ カ 、 ゎ ４ ９ ち よ う フ
場 所 ： 宮 崎 県 児 湯 郡 川 甫 衛 Ｔ ㎜
飼養状況：黒毛和種繁殖雌牛：２頭、子牛：２頭

（計４頭）

２ 経 緯

３ 検 査 の 状 況
（１）臨床検査

（２）病性鑑定
＿５月３日動物衛生研究所に検体が到着
５月３日ＰＣＲの結果判明。２検体中全検体で陽性を確認。

４疫学情報等

４４



／
¶

か

４５



１

宮崎県における口蹄疫疑似患畜（第１７例目）に対する経緯等について

農 場 の 概 要 ・ ，
ｊ易１‾ぐｌ。９滝函絹’ｔ貧Ｗ㎜
飼養状況：黒毛和種繁殖雌牛：１７頭、育成牛：３頭、子牛：１７頭

（計３７頭）

２１経緯

３ 検 査 の 状 況
（１）臨床検査

（ ２ ） 病 性 鑑 定 ，
５月３日動物衛生研究所に検体が到着
５月３日ＰＣＲの結果判明。５検体中２検体（①，①の右，隣）で陽性を確認。

４疫学情報等

４６
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宮崎県における口蹄疫疑似患畜（第ｉ８例目）に対する経緯等について

１ 農 場 の 概 要 ｊ Ｓ ｊ ｌ ＝
場 所 ： 宮 崎 ！ １ ９ １ ， １ 川 南 町 ㎜
飼養状況：繁殖母豚１，３０８頭，哺乳豚２，０９８頭，肥育豚８，０７３頭，

ト 子 豚 ４ ， ２ ４ ８ 頭 ， 種 豚 ２ ０ 頭 ニ ∧ ご ，
（１５，７４７頭）（＿

２ ヽ 経 緯 ニ ご ∇

３
（
検査の状況
１）臨床検査

（ ２ ） 病 性 鑑 定 ‾ ＿
５月３日動物衛生研究所に検体が到着
５月４日ＰＣＲの結果判明。３検体中全検体で陽性を確認。

４疫学情報等

４８
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１

宮崎県における口蹄疫疑似患畜（第１９例目）に対する経緯等について

農 場 の 概 要 ぅ ／ ∇
場 所 ： 宮 崎 県 川 南 町 ㎜ ’ ニ ‥ ヽ ‾
飼養状況：繁殖母豚４００頭、肥育豚２、０００頭、子豚５叩頭、種豚５０頭．
つ ぺ ３ 、 ０ １ ０ 頭 ） ＼ ゛ ’

２ 経 緯

３検査の状況
（１）臨床検査

（２）病性鑑定，
５月４日動物衛生研究所に検体が到着
５月４日ＰＣＲの結果判明。３検体中全検休で陽性を確認。

４ 疫 学 情 報 等 ▽ ‾ ～

５１
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１

宮崎県におけるロ蹄疫疑似患畜（第２０例目）に対する経緯等について

農 場 の 概 要 ケ 、
場 ・ ． 所 ； 宮 崎 県 川 南 町 ㎜ ＼ 、
飼養状況：繁殖母豚１０６頭 √肥育豚８頭、子豚５７６頭、育成豚５７頭、

種 豚 ‾ ３ ３ 頭 ’
（ ７ ８ ０ 頭 ） ‥

２ 経 緯

３検査の状況
（１）臨床検査

（２）病性鑑定
５ 月 ４ 日 動 物 衛 生 研 究 所 に 検 体 が 到 着 ト
５月５日ＰＣＲの結果判明。５検体中全検体刄陽性を確認。

４ 疫 ・ 学 情 報 等 ト

５３
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１

宮崎県におけるロ蹄疫疑似患畜（第２ｉ例目）に対する経緯等について

農 場 の 概 要 ／
場 所 ： 宮 崎 県 川 南 町 ㎜ ＿
飼養状況：繁殖母豚５２頭、肥育豚４８４頭、子豚□６頭、、育成豚４頭

種 豚 ３ 頭
（ ６ ７ ９ 頭 ） ノ

２ 経 緯

り｜川

一 一
梱 ｌ ｌ ● ｒ ｉ ｌ 旧 回 肪 極 極 極-Ｉ- ’一一，＿，＿

＿台１１まｌｌｌ翌川哩｜習｜

４疫学情報等
確認中

５５
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１

宮崎県におけるロ蹄疫疑似患畜（第２２例目）に対する経緯等について

農 場 の 概 要 ／ １
場 所 ： 宮 崎 県 え び の 市 ■ ‾
飼養状況：繁殖母豚４５頭、肥育豚２頭、子豚２６６頭、、育成豚２頭

種 豚 ５ 頭
（３２０頭）

２ 経 緯

３ 検 査 の 状 況
（１）臨床検査

（ ２ ） 病 性 鑑 定 ニ
５ 月 ４ 日 動 物 衛 生 研 究 所 に 検 体 が 到 着
５月５日ＰＣＲの結果判明。３検体中全検体で陽性を確認。１ ａ ● ・

４疫学情報等

（ ２ ） ５ 月 １ 日 に ㎜ よ り ｜ 配 合 飼 料 ㎜ 入 ｜ 荷
（３）周辺はカラスが多い

５７



５８



‾

１

宮崎県における口蹄疫疑似患畜（第１１３例目）に対する経緯等について

農 場 の 概 要 ／ ． ‥ し
場 所 ： 宮 崎 県 川 南 町 ㎜ ∧■ １
飼養瓶況：繁殖母豚３３３頭、肥育豚２、１４６頭、子豚Ｌ１９５頭、、育成豚２頭、

種 豚 ２ ２ 頭 ヽ づ
（ ４ 、 ４ ３ ４ 頭 ） ト

２ 経 緯

３ 検 査 の 状 況
（１）臨床検査

（ ２ ） ∧ 病 性 鑑 定 ＜ ， 。 犬
５月４日動物衛生研究所に検体が到着
５月５日ＰＣＲの結果判明。３検体中全検体で陽性を確認。

４疫学情報等
確認中

５９
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△：県内自主消毒ポイントロ：鹿児島県・熊本県ポイント）

一 一

畜産関係車両消毒ポイントー覧
（ ■ ： 宮 崎 県 設 営 ポ イ ン ト
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’ ・ ’ ， ” ’ 県 内 の 畜 産 関 係 車 両 消 毒 ポ イ ン ト ‾ 覧 遥 ｙ

有 ヽ父 ＿ 七 万 交 じ ・ ‘ ’
平成２２年５月５日午後３時現在

Ｎｏ． 略称 沿線 市町村名 所在地等 消毒時間 備 考

宮

崎

県

１ 美々津 国道１０号 日向市 日向市美々津町２２６５ ２４時間

２ 持田 国道１０号 高鍋町 高鍋町大字持田３４１９-９（｜日東児湯消防署跡地） ２４時間 消毒ポイントの変更
開始時聞：５／４午後ＩＯ持～

３ 財光寺 国道ｌｏ纒 日向市 日向市財光寺サンドーム日向付近 ２４時間

４ 久蜂 市道 宮崎市 宮崎市佐土原町下那珂伊茂井１３６８６-８（久峰総合公園
前） ２４時間 消毒ポイントの変更

開始時間：５／４午後２持～

５ 大口川 県道３１２号 西都市 西都市大字右松３３８８-｜ ２４時間 消毒ポイントの変更
開 始 時 間 ５ ／ ４ 午 後 加 持 ～

６ 三財 県道３２０号 西都市 西都市大字藤田３２３ ２４時間

７ 田の原 尾鈴サンロード 日向市 日向市大字山陰甲６６８ ２４時間

８ 塩見 尾鈴サンロード 日向市 日向市大字塩見１１５０８-１ ２４時間

９ 高木① 国道１０号 都城市 都城市高木町
（ 都 城 高 速 イ ン タ ー 皿 方 面 と の 合 流 地 点 ） ２４時間

１０ 高木② 国道１０号 都城市 都城市高木町６３３３-１フクスケ跡地
（高木原信号機から都城方面へ約３００ｍ先）

２４時間

１１ 高崎 国道２２１号 都城市 都城市高崎町前田谷川市道分岐地点 ２４時間

１２ 原田 県道５３号 えびの市 えびの市大字原田１４１０
「仲五塚福付近」 ２４時間

１３ 末永 ・島北部広域辰這 えびの市 えびの市大字末永１６７７ ２４時間

１４ 種子田 国道２２１号 小林市 小 林 市 北 西 方 種 子 田 １ ９ ２ 番 地 ６ 等 ｀
「種子田バス停付近」 ２４時間

１５ 運動公園 県道５３号 小林市 小林市南西方横道２０８５番地「小林市総合運動公園第１駐車場」 ２４時間

１６ 南西方 霧島北部広域塁這 小林市 小林市南西方１１１２ ２４時間

１７
’Ｌ巣海野与
Ｉえびの

Ξ４７１吝委尭
晨 遵

国道２６ａ号

・ Ｗ - -

小 林 市 ・ 言 茫 茫 四 大ｔ７１又≒
２４時間

じａ．

消毒ポイントの変更 ’ こ ‾
開始時間：５／４ヽｇ午後５時～
県措定としてＺ４時間運営

１８ 野尻 国道２６８号 小林市 小林市野尻町東麗５１５７-２０ ２４時間

１９ 名貫 国道１０号 都農町 都農町大字川北１４３２-１「名貫飼料中継ポイント」 ８～１７ 移動制限区域内における
餌社運齢車両専用消器ポイント、

１ 日之影 国道２１８号 日之影町 日之影町大字七折２５１１-１ ５～１７ 自主消毒ポイント

２ 佐土原 国道２１９号 宮崎市 佐土原地域福祉センター ５～２０ 自主消毒ポイント

３ 国富 県道２４号 国富町 国富町一般廃棄物理立処分場 目に苓 自主消毒ポイント

４ 四家上り 国道１０号 都城市 都城市高城町四家（上り線（都城→宮崎）） ５～２０ 自主消毒ポイント

５ ド Ｗ ４ ‘｀東方野首

’４蓋；；斟４号

三の宮腰免
．こ晨道ｊ

-Ｌ芦Ｉ

小 林 市 Ｉ

ｊ - ． ｗ 泌 水 冷 批 垢 渋 渋 ４ ｉ 無 縁-い⇔ｒ-‾゛ ｋｊｋｉぶ訟．・’‘`ｌぬｉｋｙ
才ｉ定ｉｐ１４齢豚ぬ自をｊ肖ｉダ
ｊｊ゙ 締愧ｉ２々 烈．慰枕・

６ 四家下り 国道１０号 都城市 都城市高城町四家（下り線（宮崎→都城）） ２４時間 自主消毒ポイント

７ 山之口 国道２６９号 都城市 道の駅「山之口」付近 ５～２０ 自主消毒ポイント
８ 田 野 県道２８号 宮崎市 道の駅「田野」を過ぎた大戸野峠付近 ２４時間 自主消毒ポイント
９ 北郷 県道３３号 日南市 北郷町大字北河内三ケ岩 ２４時間 自主消毒ポイント
１０ 日南 国道２２２号 日南市 日南市価谷甲４２４０-７３ ２４時間 自主消毒ポイント
１１ 串間 国道２２０号 串間市 串間市高松高松廻遊串間側 ２４時間 自主消毒ポイント
１２ 熊本 国道２１８号 山都町 熊本県上益城郡山都町長崎萩野１７２ ５～１７ 自主消毒ポイント
１３ 恩田 国道２２０号 日南市 日南市大字 宮 浦 「 小 吹 毛 井 第 ２ パー キ ン グ 」 ， ２４時間 自主消毒ポイント
１４ 塩水 国道２６９号 宮崎市 宮崎市田野町塩水 ５～２０ 自主消毒ポイント

１５ 土々呂 国道１０号 ・ 延 岡 市 延岡市土々呂町５丁目１６４６-１
昭和西濃運輸（株）敷地跡 ６～１８ 自主消毒ポイント

１６ 高原 国道２２３号 高原町 高原町後原（広域農道との合流地点） ５～２０ 自主消毒ポイント

１７ 吉之元 国道２２３号 都城市 都城市吉之元町
（旧ウエルネスグリーンヒル入り口より約４００ｍ都城側）

５～２０ 自主消毒ポイント

１８ 高森 国道３２５号 高森町 熊本県阿蘇郡高森町大字永野原１８０５番地 ５～１７ 自主消毒ポイント

１９ 木城 尾鈴サンロード 木城町 木城町大字高城２５４４-３ ５～１７ 指定消毒ポイントから自主消毒
ポイントヘ移行（５／５から移行１

２０ 新富 国道１０号 新富町 新富町大字三納代１４６３-１ ６～１８ 指定消毒ポイントから自主消毒
ポイントヘ移行（５／４から移行乃

２１ 堤 国道２２１号 小林市 小林市大字堤柏木ノ上２００〔｝-１ ６～２０ 自主消毒ポイント
２２ 湾津 県道４０５号 小林市 小林市大字細野４６３１ ６～２０ 自主消毒ポイント

鹿
児
島
県

１ 県 境 国道２６８号 湧水町 湧水町鶴丸 ２４時間

２ 舟盆橋 国道２６８号 湧水町 湧水町北方 ２４時間

３ 荒平橋 国道２６８号 伊佐市 伊佐市大口山野 ２４時間

４ 堆肥センター 国道４４７号 伊佐市 伊佐市大口白木 ２４時間

５ 針持丸目 国道２６７号 伊佐市 伊佐市大口計時 ２４時間

６ 二牟礼 県道５５号 霧島市 霧馬市横川町下ノ ２４時間

７ 霧島神宮 国道２２３号 霧島市 霧馬市霧島田口 ２４時間

熊

本
県

８ 大畑町 国道２２１号 人吉市 人吉市大畑町 ２４時間

９ 大野公民館 市道１１号 人吉市 人吉市大畑麓町大野公民館前 フ～１９

１０ 球磨村 国道２１９号 人吉市 ＪＡくま人吉支所球磨村店 フ～１９

１１ 鬼木町 球磨広域晨道 人吉市 人吉市鬼木町桐山工業団地 ７～１９

１２ 錦 町 国道２１９号 錦町 錦 町 - 武 球 磨 畜 産 農 協 荊 フ～１９

可能なＳＩμ｜消毒時間内Ｑ通行をまＳ願いします
６６



図
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画

｝『哺細需習赫一

４７「恥綱需朴嶼
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Ｃｙ）
ＣＯ

写真１消毒ポイントにおける車両消毒風景

写真３農場へ至る道路（狭阻なだめ４
大型運搬車の出入りは困難）

写真２車両消毒確認書

写真４第１例目発生農場（山間部の頂上近くに位置）



㎝
ａ〉

写 真 ５ 成 牛 舎 ① （ 患 畜 は 成 牛 舎 の み で 発 生 ） ／ 写 真 ６ 成 牛 舎 ②

写 真 ７ 成 牛 舎 ③ （ 患 畜 発 生 単 房 ） ご ～ 写 真 ８ 育 成 牛 舎 ①



～Ｊ
Ｃ⊃

写 真 ９ 育 成 牛 舎 ② ‥ 写 真 Ｉ Ｏ 育 成 牛 舎 ③

写 真 １ ↑ 放 牧 場 （ 成 牛 舎 の 裏 手 ） コ 写 真 １ ２ 埋 却 地 （ 自 己 所 有 地 ）



～』
- ＆

１例目（都農町：肉用繁殖経営）牛舎見取り図

杉

林 コ
育：１、子：２

ｉｉ

ｌｙ

チ 育 成 育 、 ｝ １ ド ヒ
⊃ ． 二 三 竺 ⊃ ノ ン

子 牛 ・ 育 成 牛 舎 約 ３ ０ ｍ

Ｉ茶 畑

放牧場（約１町歩）

成 ’ 牛 舎

②、③、④ＰＣＲ陽性



匹 ト

匹三面
２０１０．４．３０

口蹄疫ウイルス日本分離株（２０１０）の性状等について
、 動 物 衛 生 研 究 所 海 外 病 研 究 施 設

動物衛生研究所で決定したＶＰ！遣ｔ伝子領域の塩基配列を国内で解析を進めるとともにミ英
国ロ時疫リフアレンスラボラトジーに送り、その遺伝子を解析した。

２ ／ 血 清 型 ○ タ イ プ ’ し
３、トポタイプＳＥＡトポタイプ（東南アジアトポタイプ）

４、遺伝子型（、Ｇｅｎ（）ｔｙｐｅ／成ｒａ岫Ｍｙａ-９８１

（注）２０００年の国内でのロ蹄疫の発生において、分離された口蹄疫ウイルスの性状は、Ｏ
タイプ、Ｍｔ-ＳＡトポタイプ、遺伝子型Ｉ）２ｍＡｓｉａであった。

５ 。 近 縁 ウ イ ノ レ ス 。 、 ＜

２０１０年に香港で分離されているＯタイプウイルスに近縁
・この中に現在、中国、韓国で分離されたウイルスが含まれることが他の資料から推測

さ れ て い る 。 ‥ ＿

７２
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ノ ＝ 、 ｊ 平 成 ２ ２ 年 ５ 月 ６ 日

‾ ＿ 今 後 の 防 疫 対 応 に つ い て （ 案 ） レ

１４月２９日以降、牛飼養農場４戸、豚飼養農場９農場の合計１３農場
で 感 染 が 確 認 さ れ た 結 果 、 殺 処 分 の 対 象 と な る 家 畜 の 頭 数 は 、
牛 約 ３ 千 頭 、 豚 約 ３ 万 頭 に 上 っ て い る 。 ‾ ノ

２ 発 生 農 場 に お け る 防 疫 措 置 と し て は 、 各 都 道 府 県 や 自 衛 隊 の
協 力 を 得 な が ら 、 感 染 動 物 の 殺 処 分 や 死 体 等 の 埋 却 等 を 進 め て
おり、現在までに、１～１７例目まで及び２２例目の殺処分を完了し
で て い る 。 ＼ 。 ‥ ‥ ‥ ‥ ‥ ・ １ ∧● ● ● ●● Ｉ Ｊ

● ｄ -
３これまでのところ、発生農場は半径１０ｋｍの移動制限区域（２かー Ｉ
所）の概ね３ｋｍ以内に収まっており、空気伝播等による広範囲な
ウイルスの拡散は§忍め｀られていないものの、潜伏！ｔｌｌ間や発症の
経 緯 か ら 、 移 動 制 限 開 始 後 に 人 や 車 両 等 を 介 して 感 染 し た 農 場
があることも否定でぎない。

４ に の た め 、 感 染 地 域 内 に お け る 衛 生 対 策 を さ ら に 強 化 す る こ
と と し ； ィ ∧ ‾ ‾ 。 ・ ／
・ 移 動 制 限 区 域 内 の 農 場 に 対 し 、 農 場 の 厳 格 な 消 毒 の 実 施 及
ヽぴ養豚管理獣医師により衛生対策指導ゝ、゛ ’ 。 ゛ １ ・ 、、
。ニ消毒ポイントＪの増設や、車両による幹線道路の洗浄消毒
を 実 施 す る 。 犬 ‾ コ ＿

５＼このことによ・り。感染拡大の防止を図りつつ √引き続き感染農
乙場の早期発見、迅速な殺処分・埋却等による防疫措置を厳格に、
実 施 す る 。 こ の 際 、 現 行 の 防 疫 措 置 を よ り 効 果 的 か つ 効 率 的 に
実 施 す る た め 、 殺 処 分 を 行 う 技 術 を 有 し た 獣 医 師 等 を 増 員 し 現
場 に 投 入 す る 必 要 が あ る 。 ‥

６ た だ し 、 疫 学 的 関 連 が 不 明 な 遠 隔 地 で の 続 発 等 が 認 め ら れ た
場合は、搬出制限地域の拡大（～５０ｋｍ）等の新たな防疫措置の
； 濫 用 を 検 討 す る こ と と す る 。 づ ー
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１例目
（都農町皿）
繁殖経営

２例目
（川南町㎜）
乳肉複合経営

３例目
（川ｐ鋼㎜）
肥育経営

４例目
。，鸚声，

子牛等の出荷

疫学関連農場調査票（取りまとめ版）

：ｌｊ列ｌエ１ｊ～：Ｌ２例目までの農場に関する疫！１；１！「ｋＪ情報の比較
- -

獣 医 師 飼 料 一 敷 料 ふ ん 尿 の 処 理 方 法
人 工 受 精 師 等 （ 運 搬 車 両 含 む ） （ 搬 出 の 有 無 、 搬 出 先 等 運 搬 車 両 含 む ）

１０／５／２２３時５９分

飼 車両（７例目と同一）
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５例目
（川南町㎜）
繁殖経営

６例目＼
（都農町㎜）
水牛・豚

ｏ，ｌｉＪ１圃
屍 ｓ

子牛等の出荷

・４月１３日、９例目農場と同
一 の 家 畜 運 搬 車 で 出 荷

-Ｉ＝
：Ｌ例目～１２例目までの農場に関する疫学財連情報の比較-

獣医師
人工受精師等

：１．（）ｊ／５／μ３時５９分

飼料一敷料
（運搬車両含む）

・飼料の運送車両が２例目と同一

ふん尿の処理方法
（搬出の有無、搬出先等運搬車両含む）

２
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（宮崎県：

単成２２年・ｉ；月５日時点

＼口１１§１１疫：の疫学関連図

１～２１イ列目）
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宮崎県におレけるロ蹄疫の疫学関連図（２例目）
（川南町 乳肉複合経営）
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［亘］１宮崎県におけるロ蹄疫の疫学関連Ｉ叉】（３例目）
（，川南町 牛肥育経営）
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宮崎県における口蹄疫の疫学関連図（４例目）
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宮崎県における口蹄疫の疫学関連図（５例目）
川 町 牛繁殖経営）
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宮崎県におけるロ蹄疫の疫学関連１１ｇｌ（６例目）
（１都農町 水牛・豚）
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Ｉ‾薪］ 宮崎県における口蹄疫の疫学関連図（７例目）
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宮崎県にｉｌＳ：ける口蹄疫の疫学関連ｌｌｌ（１３例目
（川南町
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［亘ｌｉ］宮崎県．にｊ１舟る口蹄疫の疫学１１１Ｍｊ連図（ｊ＼４例自）
（川南町 養豚経営）
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宮崎県における口蹄疫の疫学関連図（１５例目
ト（川南町 牛肥育経営）
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ｌｌ■ＥＩニ宮崎県におけるロ蹄疫の疫学関連図！１ン１・：１５例目）
（川南町 牛繁殖経営）
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宮崎県におけるに１蹄疫の疫学関連ｌ召ｌｌ（１７例目）
（川南町 牛繁殖経営）
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宮崎県における口蹄疫の疫学関連図（１／８例目）
（川南町 養豚経営）
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［亜］ 宮崎県にｊｌｊ；けるロ蹄疫の疫学関連図（２０例目）
（えびの市
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宮崎県における口蹄疫の疫学関連図（２１例目）
（川南町 養豚経営）
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中国、香港、台湾、韓国における口蹄疫の発生状況Ｓ；ｌ：；！ｏｌｏ年ｉ月以降の発生）

甘粛 省
２０１０年３月１４日（Ｏ型）豚
２０１０年４月７日（Ｏ型）豚・羊・山羊
２０１０年４月１７日ｌ（Ｏ型）豚

¬ ” ゝ Ｘ Ｊ Ｉ ’ Ｉ ゛ ｀ ｉ ・ ， 〃

新 疆ウイグル自治区
２０１０年１月１８日（Ａ型）
牛・羊 ‘山羊

寧夏回族自治区
２０１０年４月２３日（Ｏ型）
豚

貴 州 省 ＿
２０１０年４月１３日（Ｏ型）牛・豚

北 京 市
２０１０年１月１８日（Ａ型）牛

ｙ香港
りｏ` １０年２月（ｏ型）豚
Ｊ

Ｃフ

．●

ｇ

Ｚ

『
ｊ

台湾（泌湖懸馬公市）
２０１０年２月１２日（Ｏ型）豚

※出典：（：）ＩＥほか

ら

山 西 省
２０１０年３月２５日（Ｏ型）牛

広 東 省
２０１０年２月２２日（Ｏ型）豚
２０１０年３月４日（Ｏ型）豚

韓国（京畿道）
①抱ＪＩ１２０１０年１月２日（Ａ型）牛
②抱ＪＩ１２０１０年１月１３日（Ａ型）牛
③抱ＪＩ１２０１０年１月１５日（Ａ型）牛
④抱ＪＩ１２０１０年１月１５日（Ａ型）牛
⑤連Ｊｒｌ２０１Ｑ年１月１８日（Ａ型）牛
⑥抱川２０１０年１月１９日（Ａ型）牛
⑦抱川２０１０年３月９日（Ａ型）鹿

韓国
①之０１０年４月８日（Ｏ型）牛

（仁川広域市（江華島））
②２０１０年４月９日（ｏ型）牛

（仁川広域市（江華島））
③２０１０年４月９日（Ｏ型）豚１～

（仁川広域市（江華島））
④２０１０年４月９日（Ｏ型）牛
ｌ（仁川広域市（江華島））
⑤２０１０年４月１０日（Ｏ型）牛

（仁川広域市（江華島））
⑥２０１０年４月１９日（○型）牛

（京畿道金浦市）
⑦２０１０年４月２１日（Ｏ型）牛／山羊

（仁川広域市（江華島））
⑧２０１０年４月２１日（○型）豚

（忠清北道忠州市）
⑨２０１０年４月２７日（○型）豚

（仁川広域市（江華島））
⑩２０１０年４月３０日（型未判明）豚

（忠清南道青陽郡）

２０１０年５月２日現在

．だｙ

感
幽

○

江 西 省
２０１０年３月２８日（Ｏ型）豚

心 ｇ フ ｐ ∂ ゝ 」 ＝ 〃 戸
・ ｊ 。 ｀ h t 『

※ 日 付 は 発 生 日 々 の 事 Ｊ が め て ． 、 さ こ 日
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〕
心

中国に
【新疆ウイグル自治区】
‘０５年５月
‘０６年６月
‘０７年１月

ぐ０８年３月
・０９年１月２１日
‘０９年４月１１日
‘０９年１１月１９日（Ａ）
‘１０年，１月１２日（Ａ）
’１０年２月１日（Ａ）‥

辱 １

パ〃
ｙ

一 心

【内蒙古自治区】１０９年３月２０日

【寧夏回族自治区】‘０６年１月
１０８年３月
１１０年４月２３日（○）

１、．

１でｉ／
【広西テワン族自治区】‘０９年５月２１日（Ａ）

Ｘ

／
-

‘１０年２月２８日（○）
’１０年３月１１日（○）

雲南省

【山西省】’１０年４月１日（○）

天津市

り７
ｉニニｉ

浙江省

黒龍江省

・・

／ ‘ ＾

（中国）

【山東省】‘０９年６月８日（Ａ）

【江蘇省】‘０９年４月３０日（Ａ）

【上海市】‘０９年２月１１日（Ａ）

【湖北省】‘０９年１月２１日（Ａ）
一心
【江西省】
’１０年４月７日（Ｏ）

／ 【 湖 南 省 】
‘０９年４月２４日

【香港】
‘０５年２，３，４，５，１１月（○等）
で彗年１月（Ｏ）

※出典：０１Ｅ、獣医

２０１０年５月２日現在

省

河北

河南省

２００５年２月（○）
■ ㎜ - - ■ - ㎜ ㎜ ■

（口蹄疫に関する防疫措置が重点的に講じられている特定の地域）※日付は確認日※Ｏに型名表示のないものはすべてＡｓｉａｌ型

‘０８年１１月
‘１０年３月３０日（○）
‘１０年４月１２日（○）
‘１０年４月２０日（○）

お け る ロ 蹄 疫 の 発 生 状 況 ４ ： ｊ ２ （ ） ０ ５ 年 ～ ）Ｗｗ”-㎜--・ＷＩＷ＝ミ一Ｗ¬一-〃--＝Ｗミ〃一一〃-一一＝ミミーミー一←・-屯ら〃〃〃-→に・ｒ’ｌｓ㎜--へｓ-←・--゙ -ｌｊｊｒ’-Ｊミミ・-・＝〃Ｊ-・〃ミ．ミ＝Ｉに＿～．・＝、＝、．．．．＿．∴、＿．．‥．

＼ ＿ μ 品 青 で ？ Ｓ ４ エ ∠ ブ ノ 【 映 西 省 ｊ 【 ｕ 市 】

＜ ＼ ダ ヽ ・ ‥ へ 、 Ｊ § ｔ Ｍ ： ： ？ ｌ § ｌ ｙ ９ ｀ へ ＿ 生 二 ＿ ご ９ ７ ： ’ ” ； １ ６ ｓ ｊ ‘ １ ０ 年 １ 月 ２ ０ ヨ ）

【四川省】
皿 が 『
【重慶市】‘０６年１１月

【貴州省】‘０９年４月２４日

‰
ｊ１０年４月２２日（○）

ノ／’・‾
ｚ．／／゙

＿．ソ
物疫病区



韓国におけるロ蹄疫の発生状況

ｋ に

※日付は発生日

（各々の事例が初めて観察された日）

忠 清 北 道 忠 州 市 。

⑧２０１０年４月２１日（豚・〇型）

忠清南道青陽郡
⑩２０１０年４月３０日（豚・型未判明）

ソウ？レ特別市

京 畿 道 金 浦 市
⑥２０１０年４月１９日（牛・Ｏ型）

仁川（インチョン）広域市

江華（カンファ）島

①２０１０年４月８日（牛・Ｏ型）

②２０１０年４月９日（牛・Ｏ型）

③２０１０年４月９日（豚・〇型）ト

④２０１０年４月・９日（牛・Ｏ型）／

⑤２０１０年４月１０日（牛・○型）

⑦２０１０年４月２１日（牛／山羊・〇゛型）

⑨２０１０年４月２７日（豚・Ｏ型）
○

京畿道ヽ

羅北Ｆ・〃。

ｊ
全羅南道

‘ ゛ｙ％゛

’済州道

口

１０３

江原道

慶尚北道

慶尚南道

り

京畿道漣川（ヨンチョン）

⑤２０１０年１月１８日（牛・Ａ型）

万京畿道抱川（ポチョン）

①２０１０年１月２日（牛・Ａ型）

②２０１０年１月１３日（牛・Ａ型）

③２０１０年１月１５日（牛・Ａ型）・

④２０１０年１月１５日（牛・Ａ型〉

⑥２０１０年１月１９日（牛・Ａ型）

⑦２０１０年３月９，日（鹿一Ａ型）

山

Ｑ
マ

２０１０年５月２日現在

出典：ＯｒＥほか



偶蹄類の家畜飼養農場への緊急調査等の実施状況について

都道府
県名

３

４４-
４６-
４７

３６

２７-
２８-
２９

６-
７一
日

１１-
１２-
１３-
１４-
１５-
１６-
１７-
１８

２１-
２２-
２３-
２４-
２５

-

玉

｜

川

都道府県内の
偶蹄類の家畜

の
飼養農場数
（戸）

１０４５０-
１７１４-
８８１１

１６４９-
１５１５-
４７９５-
１８０７-
２１７２-
１７０７-
６４６-
１６０４-
１６１-
５２９-
８１８

１５９-
９９-
２３３-
３３５-
９３２-
６７１-
０５１-
３８９

２５５-
８５-

２５６６-
１１９-
１４６-
６９６-
１８Ｃ２-
１０４８-
１１０８-
８３８-
４４２-
４２３-
６３３-
３５３-
６４２-
１０３１-
４０３８-
４２６２

４６０５

緊急調査終
了等

終了農場数
？）

１７１

１６４９-
１５１５-
４７９５-
１８０７

６４６

１４９-
１５９-
９９-
２３３-
１３３５

６７１-
０５１-
３８９-
１８５-
２５５

２５６６-
１１９-
１４６-
６９６-
１８０２-
１０４８-
１１０８-
８３８

３５３-
６４２-
１０３１

，２２０６-
４３０７-
４６０５

進捗率
（％）

１００．０

１００．０-
１００．０-
１００．０-
１００．０-
１００．０-
１００．０-
１００．０-
１００、０-
１００、０

１００．０-
１００．０-
１００．０-
１００，０-
１００．０

１００．０-
１００．０-
１００、０-
１００．０-
１００、０

１００．０-
１００，０-
１００，０-
１００．０-
１００，０-
１００．Ｃ-
１００．０-
１００．０-
１００．０-
１００．０

１００．０-
１００，０一
１００，０-
１００．０-
１００．０-
１００，０-
ＩＣ０，０-
ＩＣ０，０-
１００．０-
１００．０

異常驚藍誤された
農場（対応状況は
別紙）（戸）

４

０

０-
０-
０-
０-
０-
０

０-
０-
０-
０-
０-
０-
０-
０-
０

０

０-
０-
０-
１-
１

０

０-
０

（１）電話連絡
（戸）

９８８５-
１６４７

４８３１-
１５７２-
１１７３-
４７９５-
１５７１-
１９１０-
１４、３７-
６４６-
１４０９-
１３８-
５２９-
７９２-
１４、５-
１５６-
ＢＯ-
２３３-
１３２５-
８８４-
６６９-
１０４１-
冬添-
１８５-
１９０-
６７

１１９-
８６-
６０６-
５５２-
９９１-
９１０-
６１５-
３５６-
３８９-
４５７

１００４-
１８９４-
４２６２-
２２０６-
１７１１

・｀ ’ ご ヽ・ｗ

）゙

（２）農場立入
（戸）

６３-
３-
８７-
３１-
７８-
０-
８

０-
２２-
９-
２５-
２６-
４-
３-
１９-
４-
１０

０-
１０-
３２-
１５-
６１-
１８

５１-
９０

２２３-
８６-
３４-
１７６-
１１９

１５１-
７２-
２０

ｌｊ-
１６１

｜妾］回］

（３）その他
（戸）

ｊ ’ ‾

一
一
１０００-
４６-
２６４-

０

１８７-
１４一

一

一

一
Ｃ一

一

３-
０-
４

１６１８

９-
０

５

１９９３一
一
-
１１７５-
１６３７

- -

終了日

２０１-
２０１-
２０１-
２０１-
２０１

２０１０／-
２０１０／-
２０１０／-
２０１０／-
２０１０／

２０１-
２０１-
２０１-
２０１-
２０１

２０１-
２０１

２０１-
２０１-
２０１-
２０１

２０１-
２０１-
２０１

４／２６-
４／２６-
４／２８

３

６-
６-
６

４／２６

２〔〕１０／４／２５-
２０１０／４／２３-
２０１０／４／２３-
２（）１０／４／２６-
２｛｝１０／４／２６-
２０１０／４／２６-
Ｓ！０１０／４／２３-
２０１（）／５／１

し

１０４



異常が確認された農場の対応状況（１２戸）＿ｙ

１０５



平成２２
農 林

年
水

日
省

３月
産

５

宮崎県における口蹄疫の疑い事例の１７例目にづいて

○本 日 、 家 畜 伝 染 病 で あ る 口 蹄 疫 の １ ７ 例 目 の 疑 似 患 畜 を 確 認 し ま し た 。ｊ ‾ 「 ｔ ｌ ・ ・ ゝ ’ ・ ‘
○ 口 蹄 疫 は 、 牛 、 豚 等 の 偶 蹄 類 の 動 物 の 病 気 で あ り 、 人 に 感 染 る こ と は あ り ま せ
ん
○ 現 場 で の 取 材 は 、 の ま ん を 引 き 起 こ お そ れ も あ る こ と か ら ｀ に む よ
う ゛ を お 、 い し ま 。 し

宮崎県児湯（こゆ）郡川南（かわみなみ）町（２例目の農場から南東約５㎞）
肉用牛繁殖農場３７頭（繁殖牛１７頭、育成牛３頭、子牛１７頭）

（１）５月２日‘（日曜日）夕方、獣医師から宮崎県に対し、飼養牛の’Ｌ頭に流誕（リゆうぜ
ん ） 、 発 熱 等 を 確 認 し た と の 届 出 が あ り ま し た 。 ト し

（２）同日夜、宮崎県が当該農場に立入検査を実施しご本日、検体を（独）農研機構動物
衛 生 研 究 所 に 持 ち 込 み ま し た 。 一 づ ＼
（３）本日夜、Ｉ’ＣＲ検査の結果、２頭で陽性を確認し、口蹄疫の疑似患畜と判断しました。

当該農場の飼養牛の殺処分等の必要な防疫措置について、宮崎県とともに迅速かつ的確
に 実 施 し ま す 。 ” ダ

（Ｉ）宮崎県における口蹄疫の発生を踏まえ、全国の牛豚等飼養農場に対し、聞き取り
等により調査を実施じたところ、現時点で、宮崎県の農場を除くすべての農場におい
て 、 口 蹄 疫 の 疑 い が な い こ と を 確 認 し て お り ま す 。 ダ
引き続き、各都道府県を通じて、全国の農場に本病の早期発見・早期通報を徹底べ
するよう指導していきます。
（２）口蹄疫は、牛、豚等の偶蹄類の動物の病気であり、人に感染することはありませ
ん。また、感染牛の肉や牛ｌ乱が市場に出回ることはありませんが、感染牛の肉や牛乳を
摂 取 し て も 人 体 に は 影 響 あ り ま せ ん 。 ‥ ｀ ‥

農 林 ７ Ｋ 産 省
ｊ １ ０ ６ ご

∩ ／ ２ ）



（３）現場での取材は、本病のまん延を引き起こ、すおそれもあることから、厳に慎むよう
御 協 力 を お 願 い し ま す 。 ブ ｊ

お 問 い 合 わ せ 先 ノ

消 費 ・ 安 全 局 動 物 衛 生 課
担 当 者 ： 伏 見 ， 嶋 崎 ＝
代表：０３-；３１Ｅｉ０２-８１１１（内線４５８１）
ダイヤルイン：０３-３５（：）：２-５９９４
ＦＡＸ：（埓-３５Ｃ）１！-妻皿

当資料のホームベージ掲載ＵＲＬ
ｈｔｔｒ）：がｗ３，／ｗ．ＩＩ１，１ｆｆ．ｇｏ．加／ｊ／Ｉ）ｒｅｓｓ／

農 林 水 産 省
１０７

（２／２）



農林水産省消費
動物衛生課

・安全局よご
防疫業務班長殿

／

１４§玉］ｊ］
べ`｛ず・？--

事 務 連 絡
平成２２年４月２３日

宮崎県農政水産部畜産課長

口蹄疫疑似患畜の発生に伴う移動制限区域の特例（区域内からの死亡家畜の
移 動 ） に 関 す る 協 議 に つ い て ｊ ・ ダ

宮崎埠１児湯郡における口蹄疫の疑似患畜の発生に伴い設置した移動制限区域について
。ぐい区域内からの死亡家畜の移動を、下記暉より実施するこ、Ｅ：力駒可ｉｌ蝕か協議します。

記

１路動制限区域内からの死亡家畜の輸送に当たっては次の内容を順守する。

（１-）死亡家畜が発生した農場において、家畜防疫員が農場内の他の家畜に異常がな
。いことについて、別紙チェックＬストにより確認する。
Ｊ Ｊ ’ ： Ｉ ■ Ｉ

（２）農場の入出場時、移動？制限区域の入出場時、死亡獣畜処理場の入１：ｌｊ嘲こは車両
の消・毒を行い、別紙チェックリストにより確認するとともに、運搬経路は家畜の
飼養農場付近を極力走行しないルートを設定し、移動指示書に記載されたとおり
ご と し 、 死 亡 獣 畜 処 理 場 へ の 直 接 搬 出 の み と す る 。 △ ’

、（３）輸送に当たっては、車両の荷台を密閉できるコンテナやシート等で覆うととも
に、荷台からの液体の漏えいがないことを別紙チェンクリストによｓ！；｝ｉ廬認する。

（４）死亡家畜をストックポイント及び苑亡獣畜処理場で降ろした後は荷台や輸送容
器を含め確実に車両の消毒を行い、別紙チェックリストにより確認する。

（５）移動態限区域内に死亡家畜を一時保管するための不トックポイ；／トを設置する
場合は、その施設が衛生的であることを家畜防疫員が事前に確認する。とともに、。
ヌトヅクポイントから死亡獣畜処理場までの運搬については、（２）から（４）に

∧ 準 じ る 。 ブ ィ

（６）死亡獣畜処理場七の車両等による交差汚染を防止するため、当該死亡家畜の搬
入 及 び 処 理 はぞ の 日 の 最 後 に 実 施 ｌ ． 。 、 作 業 終 了 後 に 消 毒 を 徹 底 す る 。 ト
・ Ｌ ● Ｉ Ｉ 。 ¶ ’
（７）異常が確認された場合は、直ちに家畜保４建衛生所へ連絡すること。

２移動制限区域内から死亡家畜を輸送しようとする者は、県畜産課に協議を行い、県
畜 産 課 は そ の 内 容 の 確 認 を 行 う Ｊ ‾ 。 ‥ ｙ 、 ゛

１０８



し

Ａ。φ

１１Ｅに１（農場→家保）

宮崎家畜保健衛生所長殿

所

名

住

氏

平 成 ２ ２ 年 月 日

口蹄疫疑似患畜発生に伴う移動制限区域の特例に関する協議につりて

七のことについ七、特定家畜伝染病防疫指針第２の５の（功のウの（イ）のｃに基づき、
移 動 制 限 の 例 外 を 協 議 し た い の で よ ろ し く お 願 い し ま す 。 ’ ｀

し 記

Ｉ 死 亡 家 蓄 移 動 先 ” ト ＿

２ 輸 送 経 路

ぐ ’ 鳶 四

匯
ざ 迄 →
（候剱ｌｆ：’００醵）

→

匯
（髄緬→指１ｊｌ４Ｅｊとも→４Ｕ謎１鴎）→’

死亡家畜運搬（ｔトラック・（：）Ｏ罷

巨 額 -
特台重モミ言言謳＼（農業大学

匯 １ 置 ｜ 巨 劃
｛髄聯｝｝逍衷心叫４Ｌｊ回洩λザヶ（髄１削）：̈：㎜

※ 消 毒 ポ イ ン ト 、 農 場 、 、 制 限 区 域 を 記 入 し た 地 図 ・ ・ ・ 別 添 ｊ

１０９



Ｕ

ノ

様式２（家保-タ・農場）

○ ○ ○ ○ 殿

○ ○ ○ 一 〇 〇 〇 〇
平成２２年月ＥＩＩ

○○家畜保健衛生所長

県内で発生したり蹄疫疑似患畜の発生に伴う移動制限区域の特例に
関する、協議について（回答）ｊ

／先般ご照会いただいた「口席疫疑似患畜発生に伴う移動制限区域の特例に関する
協議について（照会）」（平成２２年４月日付け）につい｀ては、下記の手順に従って家
畜防疫員の許可を受けることを条件として、特例を適用することを許可します。＜＜
なお、搬出に当たらては、別添の「死亡家畜移動指示書」の内容を順守してください。

１ 農場（農家）名
○ ○ ○ ○

２。 搬 出 先 名

記

（ 住 所 ： 宮 崎 県 都 城 市 高 城 町 ㎜ ）

３ 搬 出 の 手 順
（ １ ） ２ 回 目 以 降 の 搬 出 を 行 う 場 合 に も 、 必 ず 事 前 に ○ ○ 家 畜 保 健 衛 生 所 ま で ‘
連 絡 す る こ と 。 。 グ

（２）搬出は、「死亡家畜移動指示書」の交付を受けてから実施すること。

４ 以 下 の 場 合 、 特 例 を 適 用 す る こ と は で き ま せ ん 。
（ １ ） 飼 養 家 畜 に お いて、 発 熱 や 食 欲 不 振 、 口 腔 内 や 蹄 等 に 水 庖 、 ぴ ら ん 、 潰
ス 瘍 な ど 、 ロ 蹄 疫 が 疑 わ れ る 症 状 が み ら れ た 場 合 ～
（２）＼貴場が口時疫の発生農場と疫学的に関連があると判断された場合
（３）その他、家畜防疫員が特例措置（；こ）ミ適用が不適当であると判断した場合

１１０
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（表面）様式３

．かー●

゛″４Ｗ
１
［］

死 亡 家 畜 移 動 指 ・ 示 ‘ 書

次のとおり移動を指示します。なお、移動に際しては、裏面の事項を遵守願います。

家畜防疫員所属
氏名

平成２２年 月

印

日

家きんの種類 移動事由 所有者又は管理者の住所氏名 移動許可願人の住所氏名

牛 死亡家畜を死亡獣畜処理場に搬入するため ○○市（町）ＯＯＯＯＯＯ
ＯＯＯＯＯＯ

宮 崎 県 都 城 市 高 城 可 ㎜
㎜ ‾

１ 移 動 年 月 日 ： 平 成 ２ ２ 年 月
‥ 。 消 す こ と が あ る 。 ）

２ 経 路

日より、移動制限期間が終了するまでの間（ただし、今後の状況に応じて、移動の指示を取り

ｊ ゛ ； Ｓ Ｉ Ｅ Ｉ λ 蕪 ／ Ｊ ｊ ・ ． ． ノ ． ●
｀農場⇒｛Ｕ催→ス｝ック・ｌ； ’イント-４掴ｔ１鴎）→消毒ポイント（Ｊ診米大学校）--煮（ＩＥＩ道１ｏ橿．→消毒ポイント（新富）→

４ （ １ １ １ 道 １ 鴎 ） → ㎜

３ 移 動 先 に 関 す る 事 項 ．
施設の住所及び名称ノ宮崎県都城市ｉラ４４晰ｉり
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（ 裏 面 ） ‘㎜ １ ● Ｉ Ｓ

１ ・ 死 亡 家 畜 は √ 農 場 の 入 出 場 時 、 ・ 移 動 制 限 区 域 の 入 出 場 時 、 死 亡 獣 畜 処 理 場 の 入 出 時 に は 車 両 の 消 毒 を 行 い 、 記 録 を 残 す こ と 。

２ 運 搬 経 路 は 家 畜 の 飼 養 農 場 付 近 を 極 力 走 行 し な い ル ー ト を 設 定 し 、 移 動 指 示 書 に 記 載 さ れ た と お り と し 、 処 理 場 へ の 直 接 搬
・ 出 の み と す る こ と 。 ・ 一 ＿ 〕

１ ｉ ●Ｍ ● ●
３ 車 両 の 荷 台 を ゛ ニ ２ ン テ ナ や ミ ｙ - ト 等 で 覆 う と と ち に 、 。 荷 台 か ら の 液 体 の 漏 え い が な い よ う 輸 送 す る こ と 。 、

４ 死 亡 家 畜 を 、 自 的 地 で 降 ろ し た 後 は 荷 台 や 輸 送 容 器 を 含 め 確 実 に 車 両 の 消 毒 を 行 う こ と 。 づ
。 ・ い ● ●

５ニ瓦亡獣畜処理場で・車両等による交差汚染を防止するため、当該死亡家畜の搬入及び処ｉｇＲはその日 ‘ の 最後に実施すること。

６ 万 一 、 異 常 が 確 認 さ れ た 場 合 は 、 直 ち に 家 畜 保 健 衛 生 所 へ 連 絡 す る こ と 。 。
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死亡家畜の移動に当たダ

． 確 ゜ ｉ ｌ １ 事 項 ∧ 備 考

１死亡家畜が発生した農場において、家畜防疫員が長堤‾ ● ● ●
内 の 他 の 家 畜 に 異 常 が な い こ とを 確 認 ナ る こ と 。 ｌ

□水痘等発生の確認，
口流祗等の確認＼

［］溌熱牛の確認

-

２ 車 両 は 入 出 場 時 、 消 毒 す る こ と 。 ■ ・ ｜
． Ｉ ゛ ゛ ｌ ’

□実施記録の確認

Ｉ 』 ｜ ・
３運搬経路は家畜の飼養農場付近を極力走行しないルー

ト が 設 定 さ れて い る こ と 。 ダ
口実施記録の確認

４運送に当たり、車両の荷台を密閉ゼきるコンテナやシ
ニ卜等で覆うとともに゛、荷台からの液体の渥えいがない

、 - と 。 ，

□死亡家畜の密閉の確認

５、車両は、・制限区域ゐ境界等に胆けられた消毒ポイント
● ● -

で消毒する粂と。

□実施記録の確認

６作業従事者が作業場（死亡家畜を取り扱う場所；をいう。．

以下同じ。）に立ち入る場合には、専用の作業服、靴、
帽 子 、 手 袋 等 を 使 用 す る こ と 。 ／ 、 ’

□現場確認・

７ 死 亡 家 畜 を 降 ろ し た 後 、 ‘ 荷 台 や 輸 送 容 器 等 差 実 に 車 両 -・ ● Ｓ ・ ●
を 消 毒 を 消 毒 す る こと。

□現場確認叫俳 ’邨）
□現場確認（処理場）

８死亡獣畜処理場への搬入及び処理は、搬入当日の最後

に確実に実施すること。

□現場確認

※「備考」。は、４雇認事項の実施・遵守状況を確認する方法。

Ｌ ■ ’
【確認者欄】づ
家畜防疫員（代行者） 印
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宮崎県農政水産部畜産課長殿

ｙ-

事 務 連 絡
平成２２年４月２３日

農林水産省消費・安全局動物衛生課
課長補佐（防疫業務班担当）△

口蹄疫疑似患畜の発生に伴う移動制限区域の特例（区域内からの死亡
家 畜 慨 移 動 ） に 関 す る 協 議 に つ い 七 （ 回 答 ） ， ＞

平成２２年４月２２日付け事務連絡で照会のあー？た移動制限区域内からの死亡● Ｉ Ｉ ・ １ ・ ■
家畜の移動につきましては、妥当と判断されますので、引き続き、家畜伝染病予
防法（昭和２６年５月．３１日法律第１（５６号）及びロ時疫に関する特定家畜伝染病防
疫指針（平成１６年１２月１日農林水産大臣公表）に基づき、円滑な対応方よろし
く お 願 い し ま ず ｊ ▽ ・ ト ‾

１１５



口蹄疫の発生に伴う血清疫学調査等につい．て（えびの市における発生にｉ限：右

匝Ｆ考‾司㎜一・-■■

殺処分完了後７日目以降、清ｉ争性の確認による移動制限区域φ解除に向け、対象農場。
ごとに以下の血清疫学調査及び七の他必要な調査を実施する。併せて、制限区域外の疫
学 関 連 農 場 に つ い て も 、 必 要 な 調 査 を 実 施 す る 。 一 ‾ １ ト ｀ Ｉ

対 象 農 場 ： ニ ● ： ● ● １
① 発 生 農 場 を 中 心 と し た 半 径 ３ ㎞ 以 内 の 区 域 に 所 在 す る 偶 蹄 類 の 家 畜 を 飼 養 す る１ ｄ ｌ ・
す べ て の 農 場 ・ ・ ． ・ ・ ． ・ ． ・ ・ ・

② 人 や 車 両 の 移 動 等 か ら 、 発 生 農 場 と 疫 学 的 に 関 連 の あ る すべ て の 農 場 （ 動 物 衛
生 課 と 協 議 の 上 、 選 定 ） （ ① を 除 く ） ‥

｀家畜防疫員は家畜伝染病予防法第５１条の規定に基づき・、該当農場に立ち入りし、以

下の検査等を実施するら………ｌ ｉ ｌ 、 Ｉ ●
１ 牛 飼 養 農 場 レ ト
（ １ ） 臨 床 検 査 ＿ ・ 、

今回の一連の事例で確認されている口腔、鼻腔、蹄部、乳房等の水庖、ぴらん、
潰瘍等、または、複数頭に流挺が見られるなどの異常、その他防疫指針に基づく留

・ 意 事 項 通 知 の １ ３ の 主 な 臨 床 症 状 を 確 認 す る 。

（２）血液の採材
留意事項通知に基づき、下表により血液を採取し、動物衛生研究所に送付する。
なお、動物衛生研究所は血清学的検査（ＥＬＩＳ．Ａ又はＥＬＩＳＡ及び中和試験）

を行い、この結果、口蹄疫の清浄農場と確認できなかった農場の取扱いについては、
別 途 通 知 す る 。 ぃ ’ ｀ ＜

９５％の確率で摘発できるサンプル数
２ 豚 飼 養 農 場 へ
，臨床検査レ１の ’（１）による。

対 象 農 場 ： づ
③移動制限区域に所在する：偶蹄類め家畜を飼養するすぺての農場（①を除く），

・家畜防疫。員は家畜伝染病予防法第５１条の規定に基づき、牛飼養農場及び豚飼養農場
に 立 ち 入 り し 、 臨 床 検 査 を 実 施 す る 。 ご
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